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親指と人さし指の先をつけて
目の下にあて、
涙を流すように
少し左右に揺らして下げる。

このコーナーでは、日常生活で
使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「悲しい」

第8回

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる
　相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。
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